
北海道高等学校文化連盟 第２６回全道高等学校英語弁論大会 

石狩支部大会 実施要領 

        

１．主  催 北海道高等学校文化連盟石狩支部 国際交流専門部 

２．当 番 校 市立札幌旭丘高等学校 

３．日  時 令和６年９月７日（日） ９：００～１６：００（予定） 

  （受付９：００～ 審査員打合せ９：００～ 開始９：３０～ 終了１６：００） 

４．会  場 北海学園大学（札幌市豊平区旭町４丁目１－４０） 

５．参加資格  ア．石狩管内の高文連加盟高等学校に在籍し、校長の推薦を受けた者。 

  イ．英語のネイティブスピーカーではないこと。    

ウ．全日制・定時制課程合わせて、下記の第１部、第２部の合計で１校２名まで。 

（例： 第１部２名／各部１名ずつ／第２部２名／） 

※ 全国大会出場枠への対応のため参加資格では第１部と２部の生徒の区別をしますが、競技自体は 

その区別をせずに行います。（全道大会も同様の規定です。） 

第１部参加資格生徒：下記（ａ）～（ｃ）のいずれにも該当しない生徒 

第２部参加資格生徒：下記（ａ）～（ｃ）のいずれか一つに該当する生徒 

（ａ）満５歳の誕生日以降に、通算１年以上または継続して６ヶ月以上、英語圏（英語を第一言語、公

用語、または公用語に準ずる言語として使用する国、地域）に居住した生徒。 

 ※英語圏詳細については全英連ＨＰを参照 

（ｂ）日本国内、海外を問わず、６ヶ月以上、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行

っている学校（アメリカンスクール、インターナショナル・スクール、または授業科目の半分以

上を英語で行っている学校を含む）に在籍し、その教育を受けたことのある生徒。 

（ｃ）満５歳の誕生日以後に、保護者または同居親族に、英語を母語とする者、もしくは英語圏出身の

者がいる場合。 

 

６．演  題 自由。ただし、未発表のものに限ります。 

７．制限時間 ４分３０秒から５分３０秒 

  ※４分３０秒で１回、５分で１回、５分３０秒で２回ベルを鳴らします。 

         ６分以上など時間を大きく超過した場合は途中でも発表を終えてもらうことがあります。 

８．参 加 費 １名につき １，０００円 （大会当日、受付時に納入してください。） 

９．審  査 (1) 審査基準 ① 内容 (Content)  １０点 

    ② 英語・態度 (Delivery)    １０点 

    ③ 応答 (Q & A)    ４点 

    ④ 時間 (Time)    １点  

                 合計 ２５点 

 

      ※ 全道大会に準じます。スピーチ及び応答（Q&A）にはマイクを使用します。 

      ※ 応答(Q & A)においては、Yes-No、Wh-、How の区別なく質問が二つされます。 



 (2) 審 査 員  

全道大会に準じて、審査員団は８名程度で構成し、そのうち英語を母国語とする審査員を

１～２名含みます。専門委員を含め経験ある教員を審査員に加えますが、その教員の学校の

生徒が競技に参加している場合は、その生徒については審査をしないこととします。各審査

員による審査ポイントのうち、最も高いものと、最も低いものは全体の審査に反映させませ

ん。審査ポイントの平均点が生徒の得点になります。 

10．表  彰 １位から５位、奨励賞を選出・表彰します。 

11．申込方法と締切 以下の書類(1)、(2)をそれぞれメールで期日までに大会事務局まで送信してください。  

       (1) 参加申込書：締切 ７月３１日（木）【期日厳守】 

期限を過ぎた申し込みは受け付けられませんのでご注意下さい。 

ア．申込書は、PDF 変換せずに、Excel ファイルのまま 添付送信して下さい。 

イ．ファイル名は「石狩支部弁論大会申込（学校名・生徒氏名）」にしてください。 

※  申込書は当番校（札幌旭丘高校）のホームページからダウンロードできます。 

 

(2) スピーチ原稿：締切 ８月２０日（水）【期日厳守】 

ア． 重要 原稿締切日以降は演題・内容の変更は一切出来ませんので、お気をつけ下さい。 

イ．ファイル名は「石狩支部スピーチ原稿（学校名・生徒氏名）」にしてください。 

ウ．スピーチ原稿の書式・構成・字体は以下の通りの統一書式です。 

・構成はタイトル、氏名・校名・本文の順 

・Word・Ａ４縦１枚・横書き、余白は四方 22mm、１行の文字数は 44、ポイントは 

11 p、字体は Century で作成の上、１枚に収めた Word ファイルをメールに添付し

て送信して下さい。 

エ．パラグラフやエッセイの構成や書式の参考のために、以前の上位入賞者の原稿をサンプ

ルとして添付しています。 

12．申 込 先 市立札幌旭丘高等学校 石狩支部国際交流専門部事務局  寺崎 敏之  

  メール送信先：toshiyuki.terasaki@sapporo-c.ed.jp 

    申込メールの件名はそれぞれ「石狩支部弁論大会申込（学校名）」、 

「石狩支部弁論原稿提出（学校名）」としてください。 

   ※申し込みに関するお問い合わせも、上記のメール宛先にお願いします。 

    お急ぎの場合は上記宛先までお電話で願いします。（ TEL: 011-561-1221 ） 

13．全道大会 (1) 出 場 者 数: 地区大会の参加者数により１～４名（例：参加者１８名以上では３名） 

ただし、全道大会出場者が複数名の場合、出場者のうち少なくとも１名は 

第１部参加資格生徒を含めます。 

  (2) 日時・会場: 令和７年１０月２６日（日）札幌学院大学 新札幌キャンパス  

 

14．留意事項 (1) 顧問の先生にも当日審査委員や運営作業等のお手伝いをお願いすることがあります。 

  (2) 各自で昼食をご用意ください。（ゴミは全て持ち帰ることになっています。） 

        (3) 北海学園大学構内には駐車スペースがありません。地下鉄をご利用ください。 

（東豊線学園前駅直結） 

        (4) 今年度も公開での実施となります。参加生徒以外の生徒や家族の見学や応援には 

特に制限はありません。会場の前半分は審査員席ですので、後ろ半分の座席をご利用く

ださい。 
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